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 １９日（水）の２校時目に低学年、３校時目に中学年、

４校時目に高学年で交通安全教室を実施しました。今回

は、講師として自動車学校のみなさんにお世話になりまし

た。低学年は正しい歩行について、中・高学年は正しい自

転車の乗り方について学びました。 

命を守る交通安全教室は、本校では春と秋の年２回実施

しています。市街地にあり、交通量の多い道路が学校の周

囲にある本校では、大切にしたい学習です。 

 

自転車の点検の仕方については、春の交通安全教室

でも学習していたので「ぶたはしゃべる」はほとんど

の子が知っていました。自分の命を守る自転車ですか

ら、普段から点検を心がけたいものです。 

陥りがちな事例として、交差点での巻き込み事故、

見通しの悪い交差点での事故、ヘッドホン等をしてい

ての車への気づきにくさなどを実際に見せていただ

きました。また、それぞれについて正しい運転の仕方

も教えていただきました。一人一人が実践できるようにしてほしいと思います。 

 

気になるのは、登校時です。事情があって車で子どもを送ってこられる方があります。

時間帯によっては、正門前に４，５台が停車するようなことがあり、その側方を通過して

いく車は、様々な運転がみられます。注意深くゆっくりと通過する車もあれば、そのよう

なことにお構いなしで制限速度ぎりぎりで通過していくような車もみられます。そのよう

な車をみると、とても心配になってしまいます。また、信号機や横断歩道でないところを

横断して、交通事故にあいそうになった児童もみられるようです。 

通学や通勤の時間帯は、急いで車を運転したり、歩いたり

しているので、どうしても注意力が不足しがちです。そうい

う時に限って、交通事故は起きるものだと思います。交通安

全教室をきっかけとして、子どもたちには、正しい道路の歩

き方や自転車の乗り方を指導しています。ご家庭でも、お子

様と一緒に歩いたり、自転車に乗ったりして交通ルールに

ついて確認していただけると助かります。 


